





































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第22巻 第2号
ズムと幅をもって進んでいくのである。
われわれがしばしば経験するように,現実的に計測された一定の同じ面積のコー トでも時には広






























































































































































































(1)鳥取大学教育学部研究報告 (教育科学)第22巻 第1号 1980




226 入江克己 :スボーッ身体論 (H)
的,認識的および意志的な諸能力の自立的,自己目的的な展開と享受Jにその特徴があるといっている。そ
して,これらの欲求は,絶対的な必要の位相をもたぬというところに固有の特質があり,「有効性のかなたに
あるものJとしている。 (「人間解放の理論のためにJ 筑摩書房 1976 p lo6)













典」 山崎正一 市川 浩編 講談社現代新書 昭和45年 p232 p402)
また堀内守は,人間が世界に働きかける過程,すなわち (1)対象のあり方に従いつつ (受動性),(2)
これを変革することによって (能動性)(3)自己みずからも変革される (自己変革)という過程に働く力を
構想力であるとし,「教育構想力」という概念を提起している。 (「教育思想の歴史J 日本放送出版協会 昭
不日50 4F  p202)
(11)「遊び一―遊ぶ主体の現象学J 佐藤信夫訳 白水社 1974 p82 傍点引用者
(12)「遊び――世界の象徴として」 千田義光訳 せりか書房 1976 p305
(13)同上書 p310
(14)同上書 p318
(15)「構想力の論理」 「三木 清」 久野 収編 現代日本思想大系 33 1966所収 p344
(16)「美学的空間J新泉社 昭和 48年 p176
(17)「授業の心理J ドベス, ミアラレ編 波多野完治 手塚武彦 滝沢武久監修 白水社 1978 p269





(19)「精神としての身体J 顕草書房 1975 p192
(20)「共通感覚論」中村雄二郎 岩波現代選書 1979 p262
(21)同上書 p262
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(25) 「身体J 湯浅泰雄 創文社 昭和 52年 p75
(26) 「人間学の探究」 亀井 裕 滝浦静雄他訳 紀伊国屋書店 1970 pp 219～220
(27) 「生命あるものについてJ アーノルド・ポルトマン 八杉一郎訳 紀伊国屋書店 1976 p220
(28) 湯浅秦雄 前掲書 p78
(29) 同上書 p78














(35)たとえば,器械体操にみられるように幅 10 cmの平均台のうえでさまざまな転回や宙返 りが可含となのは平均
台の幅が内面化され,身体内化されているためであり,熟練した競技者にとってはたんなる10 cmの空間より
拡大された空間として知覚されているからにほかならない。
(36)「芸術 変身 遊戯」 山崎 正 中央公論社 昭和50年 p188
(37)「美学入門」 朝日新聞社 1975 p40






(40)「人間この独自なるものJ 野島徳吉 恵子訳 紀伊国屋書店 1976 p134
(41)この射映 (prOjeCt)の概念は,19世紀フランスの幾何学者モンジュの創案によるものであるが,カップは,
この概念を技術にひきよせて道具は全て人間身体器官の外界へ射映されたものとして器官射映と呼んだ。(「技
術の哲学J 三枝博者 岩波全書 1974 pp 224～231)
また三枝は,道具ということばは「ある遂行の手段」として日本語の「道Jと同義語であり,「そこへもっ
てゆく仕方Jの意をあらわしていると説明している。 (「同上書J p 16)








が, スホーツの技術が芸術的対象になりうるのは,こうした理由による。 (「技術哲学J三木 清全集 岩波
書店 1967 p239 傍点引用者)
(44)「知覚と身体の現象学コ 湯浅慎一 太陽出版 昭和 53年 p82
入江克己 :スポーツ身体論 (H)
(45)同上書 p82
1   (46)同上書 p192'   (47)市川は,一般に動物の行動は「事物に対する行動」と「他者に対する行動」とに区別されるが,人間的行
動は,道具を組み込むことによって「仲だちされた行動」へと変換し,自然的生を超える契機をつかみえた
力ヽ 動物に運具の使用を妨げているものは, この視点の変換という可能性をもちえない限界によるという。
(市川 浩 前掲書 pp 168～176)
(48)「歴史の概念」 久野 収編 前掲書所収 pp 208～210
(49)「人間の哲学」 岩波哲学講座3 城塚登編 1973 p37







の結びつきという問題に注目すべきである。J(ドベス, ミアラレ編 前掲書 p271)
(52)市川 浩 前掲書 p189
(53)発達における主観と客観の分離の過程とその様相については,メルロ・ポンティの「幼児の対人関係」 (「fIP
と精神J所載)を参照されたい。
(54)「哲学の現在J 中村雄二郎 岩波新書 1977 p179
(55)同上書 p174
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